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中
国
文
学
論
集

第
三
十
二
号

156

編

集

後

記

こ
こ
に『
中
国
文
学
論
集』

第
三
十
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
年
号
は
堂
々
一
五
〇
ペ
ー
ジ
を
越
え
る
大
冊
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
寄
稿
三
篇
を
含
む
、
七
篇
の
論
考
と
訳
注
一
篇
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ず
本
学
名
誉
教
授
岡
村
繁
先
生
の
論
文
は
、
文
末

｢

附
記｣

に
見
え
ま
す
通
り
、
昨
秋
の

｢

文
藝
座
談
会
第
二
〇
〇
回
記
念

講
演｣

で
の
も
の
を
、
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
号
編
集
後
記
に
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
六
朝
宋
の
山
水
詩
の
勃
興
、
特

に
謝
霊
運
の
文
筆
活
動
の
背
景
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
東
晋
末
よ
り
劉
宋
初
に
至
る
当
時
の
政
治
状
況
を
詳
細
に
た
ど
り
つ
つ
考
証

さ
れ
た
も
の
で
、
六
朝
文
学
研
究
の
新
た
な
見
解
と
し
て
、
後
学
の
指
標
と
な
る
べ
き
論
考
と
拝
読
致
し
ま
す
。

復
旦
大
学
中
文
系
教
授
陳
尚
君
先
生
の
論
文
は
、
本
年
三
月
、
第
二
〇
三
回
文
芸
座
談
会
に
お
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。
近
年
陸
続
と
出
土
さ
れ
る
唐
代
の
｢

石
刻
資
料｣

を
も
と
に
、
今
後
期
待
さ
れ
る
新
し
い
唐
代
文
学
研
究
の
か
た
ち
を
お

示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
講
演
の
レ
ジ
ュ
メ
を
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
本
誌
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
光
栄
な

こ
と
で
す
。
な
お
当
日
は
、
北
京
大
学
の
張
健
先
生
、
わ
れ
わ
れ
の
外
国
人
教
師
董
上
徳
先
生(

中
山
大
学)

を
ま
じ
え
、
北
京
・

上
海
・
広
州
の
三
都
会
集
の
討
論
会
と
も
な
り
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。

蘇
州
大
学
中
文
系
教
授
王
永
健
先
生
の
論
文
は
、
洪
昇

『

長
生
殿』

各
五
十
齣

(

出)

を
丹
念
に
分
析
さ
れ
た
も
の
で
す
。
本

誌
連
載
の
竹
村
先
生
の

『

長
生
殿』

訳
注

(

本
誌
で
第
九
号
と
な
る)

と
あ
わ
せ
て
、
本
会
誌
が

『

長
生
殿』

研
究
の
重
要
な
発

信
源
と
な
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

董
上
徳
先
生
の
論
文
は
、
清
代
初
期
の
戯
曲
作
家
邱
園
の
作
品
の
逸
文
を
発
見
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
、
抄
録
部
分
の
写
真
を

併
載
し
、
貴
重
な
ご
報
告
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
野
田
雄
史
会
員
、
岡
村
真
寿
美
会
員
、
王
毓�
会
員
の
各
論
文
も
、
そ

れ
ぞ
れ
戦
国
の
時
代
風
潮
、
唐
末
五
代
の
民
間
に
お
け
る
学
術
文
化
、
清
朝
乾
隆
期
の
戯
曲
の
動
向
を
分
析
し
た
優
れ
た
論
考
で

す
。
今
後
と
も
、
本
誌
を
介
し
て
活
発
な
学
術
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
希
望
致
し
ま
す
。

(

静
永)


